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令
和
６
年
９
月
定
例
議
会
は
９
月
３
日

開
会
し
︑
令
和
６
年
度
補
正
予
算
︑
令
和

５
年
度
決
算(

一
般
会
計
１
件
︑
特
別
会

計
８
件
︑
公
営
企
業
会
計
５
件)

及
び
︑

決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率�M

資
金
不

足
比
率
な
ど
の
決
算
数
値
が
提
案
さ
れ
︑

10
月
１
日
ま
で
審
査
を
行
い
︑
認
定
し
て

閉
会
し
ま
し
た
︒

令
和
５
年
度
松
江
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
は
︑
歳
入
額
１
１
３
７
億
５
１
７

４
．
６
万
円
︑
歳
出
額
１
１
１
１
億
３
４

９
５
．
４
万
円
︑
翌
年
度
へ
繰
越
額
４
億

８
８
４
６
．
７
万
円
で
実
質
収
支
額
は
２

１
億
２
８
３
２
．
５
万
円
の
黒
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
︒
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能
登
半
島
地
域
で
正
月
に
大
き
な
地

震
で
被
災
さ
れ
復
旧
復
興
が
進
む
中
︑

こ
の
度
は
豪
雨
に
よ
り
山
津
波
が
発
生

し
各
所
で
山
が
崩
れ
た
り
河
川
の
氾
濫

で
住
宅
が
流
さ
れ
る
な
ど
ま
た
多
く
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
︒
松
江
市
の
姉

妹
都
市
の
珠
洲
市
で
も
亡
く
な
ら
れ
た

方
や
未
だ
に
不
明
の
方
も
有
り
ま
す
︑

地
震
で
被
害
ま
た
豪
雨
で
の
災
害
状
況

を
テ
レ
ビ
等
で
見
て
言
葉
も
あ
り
ま
せ

ん
︒
国
と
し
て
の
復
旧
復
興
を
一
刻
も

早
く
の
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
︒

政
界
で
は
︑
党
首
の
交
代
が
あ
り
︑

自
由
民
主
党
は
石
破
茂
氏
︑
立
憲
民
主

党
は
野
田
佳
彦
氏
︑
公
明
党
は
石
井
啓

一
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
代
わ
ら
れ
ま
し
た
︒

10
月
は
衣
替
え
で
す
が
衣
服
を
変
え
れ

ば
よ
い
と
い
う
事
で
は
な
く
︑
多
く
の

問
題
・
課
題
に
取
り
組
ん
で
頂
き
︑
党

派
を
超
え
て
政
策
論
争
を
戦
わ
せ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
︒
世
界
の
中
の
日
本
︑

日
本
の
中
の
山
陰
︑
山
陰
の
中
の
松
江

市
︑
都
市
と
地
方
の
格
差
は
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
︑
地
方
の
発
展
・
過
疎
地

に
光
を
望
み
ま
す
︒

松
江
市
で
は
︑
松
江
駅
周
辺
デ
ザ
イ

ン
や
︑
総
合
体
育
館
周

辺
エ
リ
ア
の
旧
プ
ー
ル

跡
地
を
含
む
活
用
︑
大

橋
川
改
修
に
伴
う
ま
ち

づ
く
り
な
ど
課
題
は
多

く
あ
り
ま
す
︑
記
者
発

表
が
先
で
市
議
会
に
は

あ
と
で
報
告
を
聞
か
さ

れ
る
事
が
多
く
あ
り
ま

す
︑
こ
の
様
な
事
は
な

か
な
か
改
善
し
ま
せ
ん
︒

昨
年
９
月
議
会
で
提
言

し
ま
し
た
が
一
向

に
・
・
・
︑
恨
み
節
で

す
か
ね
？
緊
張
感
を

持
っ
て
取
り
組
み
ま
す
︒
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︻
議
第
１
１
２
号
︼
松
江
市
職
員
の
特

殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

＊
公
共
土
木
施
設
災
害
応
急
作
業
手
当

を
災
害
対
応
作
業
手
当
に
名
称
を
改

め
る
と
と
も
に
︑
支
給
要
件
及
び
支

給
額
を
国
及
び
島
根
県
の
基
準
に
準

じ
て
見
直
す
も
の
︒

︻
議
第
１
１
３
号
︼
松
江
市
土
地
利
用

制
度
の
見
直
し
に
係
る
税
の
在
り
方

検
討
委
員
会
条
例
の
制
定

＊
土
地
及
び
家
屋
に
課
税
す
る
都
市
計

画
税
並
び
に
土
地
利
用
制
度
の
見
直

し
に
よ
り
検
討
す
る
も
の
︒

︻
議
第
１
２
８
号
︼
松
江
市
立
保
育
所

及
び
松
江
市
認
定
こ
ど
も
園
に
お
け

る
特
別
保
育
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

＊
所
得
の
低
い
世
帯
の
児
童
が
一
時
預

か
り
を
利
用
し
た
場
合
︑
保
護
者
の

費
用
負
担
の
軽
減
の
た
め
︑
利
用
料

を
減
免
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
︒

︻
議
第
１
２
９
号
︼
松
江
市
行
政
手
続

き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
認
識
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
の
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

＊
利
用
者
負
担
軽
減
の
た
め
︑
子
ど
も

医
療
費
助
成
に
関
す
る
事
務
を
本
市

に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
独
自
利

用
事
務
と
し
て
定
め
る
と
と
も
に
︑

福
祉
医
療
助
成
に
関
す
る
事
務
︑
介

護
保
険
に
関
す
る
事
務
︑
自
立
支
援

給
付
に
関
し
る
事
務
及
び
地
域
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
実
施
に
関

す
る
事
務
に
つ
い
て
︑
町
内
連
携
に

よ
り
取
得
・
利
用
で
き
る
特
定
個
人

情
報
を
追
加
す
る
も
の
︒

︻
議
第
１
３
０
号
︼
松
江
市
子
ど
も
医

療
費
助
成
条
例
の
一
部
改
正

＊
助
成
対
象
に
︑
満
18
歳
に
達
す
る
年

度
の
末
ま
で
の
通
院
医
療
費
及
び
入

院
医
療
費
ま
で
拡
大
す
る
も
の
︒

︻
議
第
１
３
３
号
︼
松
江
市
児
童
ク
ラ

ブ
条
例
の
一
部
改
正

＊
い
ん
べ
児
童
ク
ラ
ブ
及
び
大
野
児
童

ク
ラ
ブ
の
移
転
に
伴
い
改
正
す
る
も

の
︒

︻
議
第
１
４
９
号
︼
松
江
市
景
観
条
例

の
一
部
改
正

＊
一
定
規
模
を
超
え
る
建
築
物
及
び
工

作
物
の
建
設
等
に
つ
い
て
︑
届
け
出

す
る
前
に
︑
あ
ら
か
じ
め
市
長
と
協

議
す
る
こ
と
や
基
準
に
適
合
し
な
い

と
認
め
た
と
き
は
︑
必
要
な
処
置
を

講
ず
る
よ
う
に
勧
告
す
る
こ
と
が
で

き
る
︒

︻
議
第
１
５
０
号
︼
財
産
の
取
得

＊
職
員
用
パ
ソ
コ
ン
３
７
８
台
を
テ
ル

ウ
ェ
ル
西
日
本
株
式
会
社
島
根
営
業

支
店
か
ら
４
０
０
３
．
６
万
円
で
契

約
す
る
も
の
︒

︻
議
第
１
５
１
号
︼
財
産
の
取
得

＊
北
消
防
署
の
救
助
工
作
車
を
更
新
︑

ク
マ
ヒ
ラ
セ
キ
ユ
リ
テ
ィ
か
ら
１
億

７
９
１
９
万
円
で
契
約
す
る
も
の
︒

︻
議
第
１
５
２
号
︼
財
産
の
取
得

＊
北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
ガ
ス
式
連

続
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
更
新
︑
門
脇
正
司

商
店
と
２
１
７
８
万
円
で
契
約
す
る

も
の
︒

︻
議
第
１
５
３
号
︼
島
根
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
規
約
変
更
に
関
す

る
協
議

＊
被
保
険
者
証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
︑﹁
被
保
険
者
証
及
び
資
格
証

明
書
﹂
を
﹁
資
格
確
認
書
等
﹂
に
改

め
る
も
の
︒

︻
議
第
１
５
４
号
︼
字
の
区
域
を
廃
止

＊
県
営
農
地
整
理
事
業
に
伴
い
西
谷
町

の
傍
示
︑
池
尻
︑
竹
下
︑
菅
谷
を
削

る
も
の
︒

︻
議
第
１
５
５
号
︼
市
道
路
線
の
廃
止

＊
整
理
再
編
に
よ
る
も
の
２
路
線
︒

︻
議
第
１
５
６
号
︼
市
道
路
線
の
認
定

＊
私
道
の
編
入
１
路
線
︑
市
道
整
理
再

編
２
路
線
︑
開
発
道
路
編
入
３
路
線
︒

︻
議
第
１
１
４
号
︼
松
江
市
八
雲
林
間

劇
場
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
完
成

︻
議
第
１
１
５
号
︼
松
江
市
八
雲
か
や

ぶ
き
交
流
館
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
１
６
号
︼◎
小
泉
八
雲
記
念
館

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正　

︻
議
第
１
１
７
号
︼◎
武
家
屋
敷
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
１
８
号
︼◎
小
泉
八
雲
旧
居
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正　

︻
議
第
１
１
９
号
︼◎
松
江
市
茶
道
文
化

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正　

︻
議
第
１
２
０
号
︼
松
江
市
美
保
関
観

光
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
改
正

︻
議
第
１
２
１
号
︼◎
城
山
公
園
の
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正　

︻
議
第
１
２
２
号
︼
興
雲
閣
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
２
３
号
︼◎
松
江
市
歴
史
館
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正　

︻
議
第
１
２
４
号
︼◎
松
江
ホ
ー
ラ
ン
エ

ン
ヤ
伝
承
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正　

︻
議
第
１
２
５
号
︼
松
江
市
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
２
６
号
︼
松
江
市
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
２
７
号
︼
松
江
市
鹿
島
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
３
１
号
︼
松
江
市
鹿
島
文
化

ホ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
３
２
号
︼
松
江
市
八
雲
ア
ル

バ
ホ
ー
ル
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
３
４
号
︼
松
江
市
や
く
も
ア

グ
リ
パ
ー
ク
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
３
５
号
︼
松
江
市
鹿
島
農
業

支
援
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
３
６
号
︼
松
江
市
農
村
改
善

セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
３
７
号
︼
松
江
市
八
雲
子
供

等
自
然
環
境
知
識
習
得
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
︻
議
第
１
３
８
号
︼
松
江
市
東
出
雲
上

意
東
研
修
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
３
９
号
︼
松
江
市
国
際
交
流

会
館
設
置
及
ぶ
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

︻
議
第
１
４
０
号
︼
松
江
市
鹿
島
多
久

の
湯
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
４
１
号
︼
松
江
市
玉
造
温
泉

ゆ
～
ゆ
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
４
２
号
︼
松
江
市
自
然
休
養

村
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
４
３
号
︼
松
江
市
豪
農
屋
敷

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

︻
議
第
１
４
４
号
︼
松
江
市
島
根
水
産

観
光
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
４
５
号
︼
松
江
市
小
波
キ
ャ

ン
プ
場
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

︻
議
第
１
５
７
号
︼
令
和
６
年
度
松
江

市
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
５
号)

︽
補
正
額
１
０
億
４
４
０
９
万
円
︾

①
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
高
校
生

年
代
ま
で
拡
充(

入
院
２
０
０
０
迄
・

通
院
１
０
０
０
ま
で)

４
８
２
万
円

②
ひ
と
り
親
の
経
済
的
支
援
の
拡
充

(
児
童
扶
養
手
当
制
度
改
正)

１
３
１
９
万
円

③
生
活
に
必
要
な
公
共
交
通
の
維
持
・

確
保(
持
続
可
能
な
地
域
交
通
形
成

事
業
費) 　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

④
景
観
形
成
推
進
事
業
費
︵
松
江
ら
し

い
景
観
を
保
全
・
創
出
の
た
め
基
準

見
直
し
︶　　
　
　

１
７
４
６
万
円

⑤
松
江
城
山
公
園
及
び
塩
見
縄
手
の
樹

木
の
危
険
僕
の
伐
採
等２

３
１
１
万
円

⑥
道
路
整
備
事
業
︵
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
︑
社
会
資
本
の
整

備
︶　　
　
　

２
億
５
６
７
６
万
円

⑦
災
害
に
係
る
事
業(

農
林
水
産
施
設
・

公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
費)

　
　
　

５
億
５
２
８
２
万
円

⑧
中
小
企
業
者
・
個
人
事
業
主
の
事
業

継
続
を
支
援
︵
事
業
継
続
緊
急
支
援

事
業
費
︶　　
　
　
　

６
０
０
万
円

⑨
被
災
世
帯
の
住
宅
補
修
を
支
援(

令

和
６
年
大
雨
災
害) 　

４
９
５
万
円

︻
議
第
１
５
８
号
︼
令
和
６
年
度
松
江

市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算(

第
１
号)

＊
現
行
の
保
健
証
の
廃
止
に
伴
う
資
格

確
認
書
等
の
発
行
の
た
め
シ
ス
テ
ム

改
修
費
及
び
保
険
料
還
付
金
の
増

５
６
７
．
９
万
円

︻
議
第
１
５
９
号
︼
令
和
６
年
度
松
江

市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算(

第
１
号)

＊
令
和
５
年
度
の
決
算
額
の
確
定
に
伴

う
国
県
負
担
金
等
の
清
算
に
よ
る

１
０
億
８
０
１
８.

３
万
円

︻
議
第
１
６
０
号
︼
松
江
市
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
改
正

＊
世
帯
主
が
被
保
険
者
証
の
返
還
に
応

じ
な
い
場
合
︑
10
万
円
以
下
の
過
料

を
科
す
規
定
を
削
る
も
の
︒

(

施
行
日
Ｒ
６
年
12
月
２
日)

︻
決
算
第
１
号
～
第
14
号
︼
令
和
５
年

度
一
般
会
計
決
算
・
特
別
会
計
決
算
・

企
業
会
計
決
算
の
認
定

︻
報
告
第
33
号
︼
議
会
の
委
任
に
よ
る

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

＊
旧
日
銀
匠
工
房
大
規
模
改
修(

建
築)

工
事
の
変
更
契
約
︑
６
７
３
．
９
７

万
円
の
増
額

︻
報
告
第
34
号
︼
議
会
の
委
任
に
よ
る

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

＊
旧
日
銀
匠
工
房
大
規
模
改
修(

電
気)

工
事
の
契
約
変
更
２
７
３
．
２
４
万

円
の
増
額

︻
報
告
第
35
号
～
44
号
︼
議
会
の
委
任

に
よ
る
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

＊
市
道
路
な
ど
管
理
瑕
疵
に
よ
る
損
害

賠
償
の
額
を
決
め
る

︻
報
告
第
45
号
︼
放
棄
し
た
債
権
の
報

告　
＊
破
産
免
責
等
７
４
０
件

５
︐
５
６
４
︐
８
０
０
円

︻
趣
旨
・
背
景
︼

❶
平
成
26
年
10
月
策
定
﹁
共
施
設
使
用

料
設
定
の
基
本
方
針
﹂
に
基
づ
き
︑

３
年
ご
と
の
公
共
施
設
の
使
用
料
金

の
見
直
し
に
つ
い
て

①
コ
ロ
ナ
過
に
よ
り
令
和
３
年
は
見
直

し
を
先
送
り

②
令
和
元
年
は
︑
消
費
税
の
増
税
に
伴

う
見
直
し
の
実
施

➋
近
時
の
光
熱
費
・
労
働
費
の
上
昇
な

ど
に
伴
う
︑
各
施
設
の
維
持
管
理
費

増
嵩
に
対
応
し
た
︑
受
益
負
担
を
原

則
と
す
る
見
直
し
と
し
た
︒

︻
概
要
︼

❶
改
定
時
期
：
令
和
７
年
４
月
１
日

➋
主
な
改
定
の
ポ
イ
ン
ト

＊
観
光
客
の
利
用
が
特
に
多
い
施
設

は
︑
使
用
料
金
の
改
定
幅
上
限
を
1.5

倍
に
設
定(

原
則
1.3
倍)

︒

＊
市
民
の
負
担
軽
減
・
暮
ら
し
の
充
実

の
観
点
か
ら
︑
一
部
の
施
設
に
市
民

割
引
制
度
の
導
入(

半
額)

︒

＊
日
常
的
な
利
用
の
多
い
ス
ポ
ー
ツ
施

設
な
ど
は
︑
物
価
上
昇
・
生
活
費
高

騰
な
ど
に
よ
り
改
定
見
送
り
︒

例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
４
６
号
︼
松
江
市
ゆ
う
あ
い

熊
野
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
４
７
号
︼
来
待
ス
ト
ー
ン
の

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

︻
議
第
１
４
８
号
︼
松
江
市
宍
道
ふ
る

さ
と
森
林
公
園
条
例
の
一
部
改
正

９
月
定
例
会

　
　

議
案
の
主
な
要
旨

９
月
定
例
会

　
　

議
案
の
主
な
要
旨

市
有
施
設
に
係
る
使
用
料
金
の

　
　
　
　
　
　
　
　
改
定
関
係
条
例

条
例
の
制
定
・
改
正

令
和
６
年
度
補
正
予
算

料
金
改
定
に
関
係
の
31
議
案

　
　
　
　
　
◎
は
市
民
割
引
の
施
設


